
次の質問に移ります。 

 児童生徒の安心安全について。 

 まず小１の壁。春に新聞社のデジ

タル配信記事で、小１の壁対策で朝

預かり云々という見出しを見て、今

回の気づきをいただきました。 

小１の壁とは、朝７時に始まる保

育から朝８時が始業の小学校への時

間帯移行の対応に苦慮する共働きの

家庭や母子・父子家庭の保護者が感

じる壁を指します。難しい時代だな

との思いが、記事を読みながら感じ

ました。 

まずは小１の壁について、新居浜

市の現況をお伺いいたします。 

新居浜市内の保護者の方から、こ

ういった小１の壁関連で悩まれてい

る声は上がっているのでしょうか。

学校の現場や低学年の保護者、ＰＴ

Ａの場で、朝の出勤と小学校の登校

時間のギャップに悩んでいるという

声は聞いていませんか。 

全国の自治体の中には、小１の壁

対策に朝の時間帯の児童見守りを始

められた事例が幾つもあります。 

例えば、首都圏では品川区、豊島

区、そして三鷹市や調布市で児童の

朝預かりが自治体主導で実施されて

います。また、大阪府豊中市では昨

年４月から市立小学校全校で、午前

７時から校内での見守り預かり事業

が始められています。 

それぞれの自治体とも、朝の時間

帯の児童の見守りや預かりについて

は教師ではなく、別の人、雇用形態

はいろいろですが、支援員を雇って

対応されているようです。 

教師の働き方改革が大きく叫ばれ

ていますので、当然教師のボランテ

ィアに期待するのは時代に逆行して

いるかと思います。 

働き方改革を言うのであれば、保

護者の勤め先企業に対応を考えても

らわねばと言える側面もあるかとは

思います。ですが、中小企業や商店

の場合はどうでしょうか。業種も関

連して、なかなか答えが出ない問題

かと思います。 

保護者の働き方と児童の見守りの

関係を考える場合、放課後の学童保

育の利用まで含めて考えますと、児

童が学校内で１日の大半を過ごすと

いう事例も全国では見受けられ、子

供が抱えるストレスについて思いを

向けている自治体もありました。 

新居浜市の現況と、もし対策が必

要な事例が出た場合の考え方を御答

弁ください。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。長井教育長。 

○教育長（長井俊朗）（登壇） 児

童生徒の安心安全についてお答えい

たします。 

小１の壁についてでございます。 

いわゆる小１の壁とされる課題の

一つとして、児童の登校時間よりも

早く保護者が出勤する家庭では、朝

の時間帯の子供の居場所が課題とな

っていることが令和７年３月、こど

も家庭庁の調査報告書に挙げられて

おります。 

教育委員会におきましても、市内

の小学校への聞き取り調査を実施い

たしましたが、現在のところ、朝の

保護者の出勤と登校時間のギャップ

による朝の居場所を求める具体的な

要望や意見はございませんでした。 

今後におきましては、保護者から

のニーズが高まった場合には、他自

治体の先進的な取組事例を参考にし

ながら、学校や教育委員会のみなら

ず、地域や関係機関とも連携し、子

供たちの安心安全な居場所づくりに

努めてまいりたいと思います。 



○議長（田窪秀道） 大條雅久議

員。 

○２３番（大條雅久）（登壇） ま

ずは、現在心配するケースは新居浜

市にはないという認識とお聞きしま

した。 

それならば、一安心ではあります

が、家庭の状況は各学校、担任の先

生もですが、よく把握はされてらっ

しゃると思いますが、極力寄り添っ

ていただいて、こういった事例で事

故なり、不安なことが起きないよう

に対応を準備していただければと思

います。よろしくお願いいたしま

す。 

次に、自転車で通学する生徒と道

路交通法。自転車を安全に利用する

ための基本的なルールである自転車

安全利用五則が、令和４年11月１日

に改正されました。 

また、来年、令和８年４月からは

自転車の交通違反に対して車や自動

二輪と同様に反則金の納付を通告す

る、いわゆる青切符による取締りを

行う方針を警察庁が固めたとの報道

が、去る４月にありました。 

現在、中学校での自転車交通安全

指導はどのようにされているのでし

ょうか。 

報道された自転車の交通違反反則

金の案を見ますと、携帯電話を使用

しながらのながら運転は１ 万

2,000円、信号無視は6,000円、逆走

や歩道通行などの通行区分違反は

6,000円、一時停止違反は5,000円、

無灯火は5,000円といった反則金の

事例が並んでいます。 

青切符による取締りを行う反則金

制度の導入の背景には、交通事故全

体の件数が減少傾向にある中、自転

車の交通違反が重大な事故につなが

る事例が相次いでいることがあるそ

うです。 

登下校を含め、毎日、自転車を使

うことの多い中高生の皆さんへの注

意喚起については、反則金が大変だ

からということではなく、自転車で

うっかり交通違反をしてしまわない

ように、交通事故で被害者にも加害

者にもならないよう、日頃の交通ル

ール遵守の指導が大切だと思いま

す。 

令和４年に改正された自転車安全

利用五則とは、１、車道が原則、左

側を通行。２、交差点では信号と一

時停止を守って、安全確認。３、夜

間はライトを点灯。４、飲酒運転は

禁止。５、ヘルメットを着用の５つ

です。参考に配付しました内閣府作

成の自転車交通安全講座リーフレッ

ト、資料１の１から１の６を御覧い

ただければ詳しく解説されておりま

す。 

新居浜市は昭和の時代、自転車の

町として名をはせました。今もその

名残が幾つもあります。中学校への

入学や高等学校への進学時に自転車

を購入したり、買い換えたりする生

徒が多いのもその名残かと思いま

す。つまり、新居浜市の中高生のほ

ぼ全員が自分専用の自転車を持って

いると言っても過言ではございませ

ん。新居浜市内の中学校では、定期

的に自転車点検の日を設けているく

らいです。 

そこでお尋ねするのですが、質問

資料で配付いたしました自転車安全

利用五則は、新居浜市内の中学生、

高校生に周知されているのでしょう

か。 

例えば学校の授業なり行事に際し

て、自転車の交通安全講座等が持た

れて、自転車安全利用五則につい

て、生徒が知識として知り、自分自



身の安全確保のために実践するよう

に心がけることを指導されているの

でしょうか。 

なぜこのようなことを問うかと申

しますと、五則の４は論外として

も、ほかの４項目、特に１の車道通

行が原則で左側を通る。３の夜間は

ライトを点灯する、について十分認

識されていないと思われる生徒をよ

く見かけます。 

もちろん中高生ばかりでなく、守

っていない大人も多く見受けられる

のですが、その大人にしても、中

学・高校時代に指導を十分に受けて

いればよかったのではと思い当たっ

たりするのです。 

それと気になるのが、通学路の道

幅が狭いという点です。 

新居浜市の都市計画道路でありな

がら、片側１車線の対向通行で、歩

道がない区間がまだまだ市内各所に

あります。そういう区間では、自分

自身の安全のため、あえて右側通行

を選ぶ自転車通学生がいたりしま

す。しかし、自転車は右側通行して

いて交通事故を起こした場合、被害

を受けた側であれ、加えた側であ

れ、責任の分担は大きくなります。

生徒が自己判断する際に、道路交通

法の原則が知識としてきちんと頭の

中にあるかないかは、とても大切な

点だと思います。 

御答弁よろしくお願いします。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。長井教育長。 

○教育長（長井俊朗）（登壇） 自

転車で通学する生徒と道路交通法に

ついてお答えいたします。 

中学校での自転車交通安全指導に

ついてでございます。 

本市では、年度当初に交通安全教

育指導員及び交通安全協会の方を講

師に迎え、中学校１年生を対象とし

た交通安全教室を開催し、安全な自

転車の乗り方を指導しております。 

また、全ての学年を対象に、自転

車点検を年間数回行っており、交通

安全の徹底に努めております。 

中学生になりますと、市総体や練

習試合等で自転車による校区外移動

の機会も増えますことから、日常的

な指導に加え、そういった行事の際

には、部活動の顧問等が交通ルール

の遵守や、安全な自転車の乗り方に

ついて、改めて指導を行っておりま

す。 

自転車安全利用五則の中学生への

周知につきましては、毎年４月に開

催されます小・中学校交通安全担当

者会において、各校にチラシを配付

し、周知するとともに、自転車点検

に併せて指導を実施しております。 

私自身、愛媛県教育委員会に在籍

していたときに、高校生の自転車に

よる死亡事故が頻発したことを憂慮

し、自らの命は自ら守るという交通

安全意識の醸成を目指し、高校生が

通学時に自転車に乗る際のヘルメッ

ト着用義務化に取り組んだ経験がご

ざいます。 

 その経験を踏まえ、将来にわたっ

て、子供たちを交通事故の加害者や

被害者にさせないためにも、義務教

育段階における交通安全指導が大変

重要であると認識しておりますこと

から、今後におきましても、児童生

徒に向け、自転車安全利用五則の周

知徹底と継続的な交通安全指導を行

ってまいります。 

○議長（田窪秀道） 大條雅久議

員。 

○２３番（大條雅久）（登壇） 教

育長にあられては、御答弁にもあり

ましたとおり、自転車での交通事



故、悲惨な事例が多いことを憂慮さ

れて、ヘルメットの着用推進を努力

されたことを聞いております。ぜ

ひ、これは一度で終わることではな

いというのは衆目一致するところで

ありますので、絶えず、毎年繰り返

し進めていくことかと思います。 

そんな中で今、質問させていただ

いた交通ルールの強化、警察庁は質

問に答えて、16歳からは反則金はし

っかり取っていくという姿勢を示さ

れています。刑事責任は、刑法上は

14歳から、民事上の損害賠償は12歳

から、幾ら小学生だから、中学生だ

からといっても逃れられない責任が

あります。被害者にも加害者にもな

らないための教育というのを心がけ

ていただきたいのですが、同時に、

質問の中で申し上げた自転車の右側

通行なんですが、原則左側でありま

すが、やむなく安全上、右側を走っ

ても構わないという場所を、今の時

点で警察と申合せができるなら、ぜ

ひとも各学校から、もしくは教育委

員会を通じて問合せをしていただき

たい。合意ができるなら了解を取っ

ていただきたい。来年の４月に実施

といいましても、パブリックコメン

トを警察庁でも集めている期間であ

ります。いかがでしょうか。 

新居浜市は本当に狭い幹線が多い

んです。危険だなと思いますが、そ

れで、自己判断で右側を通って、も

し対象になったら残念だと思います

し、対応は可能でしょうか。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。長井教育長。 

○教育長（長井俊朗）（登壇） 大

條議員の御質問にお答えいたしま

す。 

私は新居浜に参りまして、まだ日

が浅うございますが、中学生、ある

いは高校生も含めまして、自転車の

運転の仕方については、現在のとこ

ろ把握はできておりませんけども、

今の御指摘のように、非常に危険な

箇所が多いということでございます

ので、警察当局等と相談の上、その

ような箇所を学校とも協議を重ね

て、洗い出していく作業をしてまい

りたいというふうには考えます。 

以上でございます。 

○議長（田窪秀道） 大條雅久議

員。 

○２３番（大條雅久）（登壇） 御

答弁ありがとうございました。 

ぜひ警察の考え方、見解を確かめ

ていただきたいと思いますし、調整

して右側通行可ということでした

ら、そういう箇所も生徒や市民に知

らせる、そういうことができたらな

と思いますので、よろしくお願いい

たします。 

防災備蓄倉庫についてお伺いしま

す。 

このたび、市内の各小学校に防災

備蓄倉庫が整備されました。今回整

備された各小学校内の防災備蓄倉庫

は、従来の給食調理室が学校給食セ

ンター方式への移行に伴い、学校内

では給食の配膳機能のみでよくなっ

たため、空いたスペースを有効利用

して改修されたものと存じておりま

す。 

そこでお尋ねいたしますが、防災

備蓄倉庫の管理者はどなたになるの

でしょうか。また、防災備蓄倉庫の

鍵は、どこで誰が保管しているので

しょうか。 

あわせて、各防災備蓄倉庫にはど

のような物品、食品がどのくらいの

量備蓄されているのでしょうか。各

小学校の防災備蓄倉庫に収蔵されて

いる防災備品や物品、食品は、誰の



ために備蓄されているのでしょう

か。 

もちろん、新居浜市民のため、大

規模災害で被災された方々のためで

あることは言うまでもないのです

が、市内各小学校に設置された実績

から、各校区の住民のためとも、各

小学校の生徒や教職員のためとも思

われる市民がいても、おかしくない

ように思います。 

なぜそう感じたのかは、防災備蓄

倉庫の鍵を各小学校の校長先生と新

居浜市の市民環境部危機管理課の２

者でのみ保管すると以前お聞きした

からです。そこで、先ほどの質問と

なりました。 

御答弁よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。小澤市民環境部危機管理監。 

○市民環境部危機管理監（小澤昇）

（登壇） 大規模災害時の備蓄倉庫

についてお答えいたします。 

まず、防災備蓄倉庫の管理者につ

きましては、学校施設の一部となり

ますことから、施設の維持管理を担

当する学校施設課が管理を行い、防

災備蓄倉庫内の物資及び資機材につ

きましては危機管理課が管理するこ

とといたしております。 

次に、防災備蓄倉庫の鍵の管理に

つきましては、危機管理課と各小学

校のみが管理を行うこととしており

ましたが、各地域から公民館への鍵

の配置を求める声が寄せられたこと

を踏まえまして、令和７年５月の公

民館長部会において、鍵の管理に関

する依頼を行い、現在は各公民館へ

の鍵の配置に向けて、準備を進めて

いるところでございます。 

次に、防災備蓄倉庫内の物品、食

品の備蓄量につきましては、アルフ

ァ米、調理不要米、飲料水及びミル

ク等の食料品や発電機、投光器等の

資機材を整備しております。 

食料につきましては、平成14年３

月に公表されました愛媛県地震被害

想定調査に基づき、住まいが全壊

し、御自身の備蓄食料等が持ち出せ

ないことが想定される避難者１万

1,961人に対して１食分を備蓄して

おりますが、今年度より、平成25年

12月に公表された、愛媛県地震被害

想定調査に基づき、住まいが全壊す

ることが想定される避難者１万

4, 6 8 0人に対し、２食分の２万

9,360食を５年間で計画的に整備す

ることといたしております。 

次に、防災備蓄倉庫内の防災備品

や物品、食品は誰のために備蓄して

いるのかにつきましては、市内で被

災された避難者全体で共有するもの

と考えております。 

しかしながら、市の備蓄物資には

限りがございますことから、災害時

の備えとして、各御家庭において必

要な食料や生活必需品をあらかじめ

備えていただくことが重要となりま

す。 

市といたしましても、防災訓練や

啓発活動などあらゆる機会を通じ

て、家庭での備蓄の重要性について

周知を図ってまいります。 

○議長（田窪秀道） 大條雅久議

員。 

○２３番（大條雅久）（登壇） 御

答弁ありがとうございました。次の

質問に移らさせていただきます。 

 


